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2019（平成 31）年

　

　３月、町内の各学校、幼稚園・保育園において卒業式・卒
園式が行われました。
　３月 15 日に行われた中学校卒業式では江差中学校 35 人、
江差北中学校 17 人の生徒が卒業し、思い出いっぱいの学び
舎を後にしました。（写真は江差北中学校卒業式の様子）

新たな旅立ちへ
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３
月
定
例
議
会
（ 

３
月
12
日
開
会
）
に
お

い
て
、
照
井
町
長
が
町
政
執
行
方
針
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。　
　

　

ま
た
、
教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
太
田
教

育
長
が
教
育
行
政
執
行
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

（
一
部
省
略
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
予
算
編
成
方
針

町
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
予
算
編
成
方
針

　

今
年
は
、
改
元
に
よ
っ
て
新
し
い
時
代
が

始
ま
る
節
目
の
年
と
な
り
、
こ
の
一
年
を
、

北
の
江
の
島
構
想
を
は
じ
め
と
し
た
２
期
目

４
年
間
の
公
約
の
実
現
に
向
け
た
土
台
を
つ

く
る
一
年
と
位
置
づ
け
、
平
成
31
年
度
に
、

取
り
組
む
主
要
施
策
の
展
開
方
向
に
つ
い

て
、
四
つ
の
柱
に
沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

１ 

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

〈
未
来
へ
の
礎
を
つ
く
る
町
政
の
推
進
〉

　

本
年
度
は
、
重
要
度
と
緊
急
度
等
に
よ
る

各
種
施
策
の
評
価
を
行
い
、
こ
れ
ら
を
反
映

し
た
中
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン

で
あ
る
、「
第
６
次
江
差
町
総
合
計
画
」
や
「
江

差
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」、

「
江
差
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
等
に

つ
い
て
、
体
系
的
な
計
画
の
策
定
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

北
の
江
の
島
構
想
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の

賑
わ
い
創
出
が
急
務
で
あ
る
と
の
判
断
か

ら
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
構
想
か
ら
実
行
に
移
す
過
程
は
、

議
会
と
も
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
積
み
重

ね
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
同
様
、
地
域
づ
く

り
大
学
連
携
事
業
や
同
名
自
治
体
連
携
事
業

を
実
施
し
、
地
域
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

〈
地
域
の
強
み
を
活
か
し
た
観
光
の
創
造
〉

　

観
光
地
域
づ
く
り
の
新
た
な
推
進
主
体
と

し
て
、「
一
般
社
団
法
人
北
海
道
江
差
観
光
み

ら
い
機
構
」
が
、
町
内
の
あ
ら
ゆ
る
団
体
と

連
携
し
、
観
光
客
の
満
足
度
を
高
め
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
繋
が
る
役
割
を
果
た
す
よ

う
支
援
を
行
い
、
観
光
に
よ
る
地
方
創
生
の

動
き
を
広
げ
、
日
本
遺
産
等
の
ブ
ラ
ン
ド
力

を
活
か
し
な
が
ら
、
江
差
へ
足
を
向
け
た
く

な
る
よ
う
な
情
報
の
発
信
を
強
化
し
、
よ
り

広
域
的
な
連
携
を
進
め
る
な
ど
、
本
町
の
観

光
を
「
構
想
の
観
光
」
か
ら
「
動
き
の
観
光
」

へ
と
進
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

来
年
に
迫
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
を
は
じ
め
と
す
る

大
舞
台
で
の
江
差
追
分
披
露
を
実
現
す
る
べ

く
、
引
き
続
き
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や

関
係
機
関
等
へ
の
働
き
か
け
な
ど
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

〈
地
域
産
業
力
の
強
化
と
地
域
経
済
の
活
性
化
〉

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
等
の
問
題
と
相
ま
っ
て
、
農
地
や
施

設
の
維
持
管
理
も
困
難
な
現
状
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
農
業
者
の
経
営
基
盤
を
支
え
る
仕

組
み
を
維
持
す
る
ほ
か
、
江
差
北
部
地
区
土

地
改
良
施
設
の
道
営
事
業
の
早
期
着
手
を
目

指
し
ま
す
。

　

林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
檜
山
南
部
森
林

組
合
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
町
有
林
の
保

育
に
努
め
、
本
年
度
よ
り
森
林
経
営
管
理
制

度
や
林
地
台
帳
制
度
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、

適
切
な
制
度
運
用
を
図
り
、
町
内
の
一
層
の

森
林
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

水
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
回
遊
性
魚
種

の
資
源
変
動
に
左
右
さ
れ
な
い
前
浜
づ
く

り
を
目
指
し
、
種
苗
放
流
に
よ
る
磯
根
資
源

の
維
持
増
大
や
、
ニ
シ
ン
や
ナ
マ
コ
、
サ
ケ

種
苗
放
流
事
業
へ
引
き
続
き
支
援
を
行
う
ほ

か
、
若
手
漁
業
者
の
定
着
を
目
的
に
、
新
た

な
増
養
殖
対
象
種
の
検
討
に
向
け
た
先
進
地

視
察
を
行
う
な
ど
、
栽
培
漁
業
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　　

商
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
既
存
商
店
へ
の

改
修
支
援
等
、
商
工
会
や
各
商
店
街
な
ど
と

協
議
を
行
い
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
な
が

ら
市
場
開
拓
と
販
路
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て
は
、
購
買

力
の
低
下
が
顕
著
な
町
内
の
経
済
の
活
性
化

や
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
と
い
っ
た
一
面

と
、
町
財
政
に
お
け
る
財
源
の
確
保
と
い
っ

た
両
輪
で
一
層
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
、「
江
差
子
ど
も
未
来
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

起
業
・
創
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
商
工
会

や
金
融
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
各
種
制

度
を
活
用
し
た
効
果
的
な
支
援
を
行
っ
て
い

平
成
31
年
度

 
町

政

執

行

方

針

照井誉之介　町長
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き
ま
す
。

　

雇
用
労
働
対
策
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
や
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
等
の

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
就
職
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

２ 

心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る　

　

ま
ち
づ
く
り

〈
不
幸
ゼ
ロ
の
実
現

　

～
と
も
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
～
〉

　

地
域
医
療
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
医
療
提

供
と
患
者
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う

地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
運
営
支
援
や
道

南
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
等
の
救
急
医
療
の
確
保
に

対
す
る
支
援
を
継
続
し
て
行
い
、
地
域
セ
ン

タ
ー
病
院
で
あ
る
道
立
江
差
病
院
に
お
け
る

医
師
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
つ
い
て
も
、

連
携
を
図
り
関
係
機
関
等
へ
の
要
請
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
＂高
齢
者
が
健

康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
＂
を
基
本
理
念

と
し
、
本
町
の
実
情
に
応
じ
た
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
深
化
・
推
進
を
図
り
、

持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
と
な
る
よ
う
努

め
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
４
期
江
差
町

地
域
福
祉
計
画
」
の
推
進
に
向
け
、
地
域
福

祉
を
支
え
る
関
係
団
体
等
と
の
連
携
強
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
０
年
度

か
ら
始
ま
る
「
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
及
び
「
第
１
期
子
ど
も
の
未

来
応
援
計
画
（
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計

画
）」
を
策
定
し
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
施
策

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
世
帯

へ
の
支
援
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
第
５
期
障
が

い
福
祉
計
画
・
第
１
期
障
が
い
児
福
祉
計
画
」

の
中
間
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
お

け
る
自
立
と
共
生
の
実
現
に
向
け
、
計
画
の

適
正
な
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
飲

酒
運
転
の
根
絶
と
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日

の
継
続
に
向
け
た
、
交
通
安
全
運
動
の
普
及

啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

消
費
生
活
対
策
に
つ
い
て
は
、
手
口
が
悪

質
巧
妙
化
す
る
特
殊
詐
欺
や
悪
質
商
法
等

の
、
被
害
の
未
然
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
北
海

道
と
市
町
村
が
と
も
に
保
険
者
と
し
て
支

え
合
う
新
制
度
の
２
年
目
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
制
度
周
知
の
徹
底
を
図
り
、
さ
ら
な
る

国
保
運
営
の
安
定
化
に
向
け
て
努
め
ま
す
。

〈
地
域
・
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
〉

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
江
差
北
小
中
学

校
に
お
い
て
、
小
中
一
貫
教
育
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
た
め
、
教
育
課
程
の
編
成
等
で
メ

リ
ッ
ト
の
多
い
「
併
設
型
小
・
中
学
校
」
制

度
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

　

江
差
中
学
校
区
３
校
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
、
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
が
安

全
で
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を
構
築

し
て
い
き
ま
す
。
援
助
が
必
要
な
児
童
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
支
給
さ
れ
る
、
就
学
援
助

費
の
支
給
対
象
費
目
を
追
加
し
、
支
援
を
拡

大
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
を

も
っ
て
閉
園
し
、
次
年
度
以
降
の
幼
児
教
育

は
、
私
学
が
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
十

分
な
連
携
の
も
と
一
層
の
幼
児
教
育
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
劇
団
四

季
に
よ
る
公
演
や
京
都
大
学
交
響
楽
団
の
演

奏
会
な
ど
の
誘
致
を
行
い
、
よ
り
一
層
、
子

ど
も
た
ち
や
町
民
が
様
々
な
分
野
の
芸
術
文

化
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
を
図
り
ま
す
。 

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
は
、
町
民
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環

境
づ
く
り
を
目
指
す
ほ
か
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
の
管
理
運
営
や
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

へ
の
活
動
支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
安
全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り
〉

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
防
災
備
蓄
品
の

整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
度
、
防

災
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
懇

話
会
」
で
出
さ
れ
た
課
題
に
対
し
、
町
内
会

等
と
連
携
を
図
り
、
図
上
訓
練
等
の
各
種
取

り
組
み
を
行
い
、町
内
小
中
学
校
に
よ
る
「
一

日
防
災
学
校
」
を
、
北
海
道
及
び
教
育
委
員

会
と
共
催
で
取
り
組
む
な
ど
、
町
民
の
防
災

意
識
の
高
揚
を
図
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
、
危

険
空
き
家
の
減
少
を
目
的
に
「
空
き
家
解
体

補
助
制
度
」
を
構
築
す
る
な
ど
、
管
理
不
全

な
状
態
を
つ
く
ら
な
い
た
め
の
対
策
を
講
じ

ま
す
。

　

環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
環
境
美
化

の
推
進
や
ゴ
ミ
の
減
量
化
、
不
法
投
棄
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

消
防
・
救
急
対
策
に
つ
い
て
は
、
火
災
や

救
急
、
救
命
活
動
へ
の
的
確
な
対
応
に
努
め

ま
す
。

３　

地
域
を
支
え
る
社
会
基
盤
の

　
　

整
備

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、「
南
ヶ
丘
団
地
22
号
通
り
」
と
「
砂
川

４
号
通
り
」
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
住
民

ニ
ー
ズ
や
緊
急
性
、
或
い
は
費
用
対
効
果
な

ど
総
合
的
な
観
点
か
ら
、
優
先
順
位
を
定
め

計
画
的
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

橋
梁
修
繕
に
つ
い
て
は
、「
問
屋
橋
２
号
」

の
修
繕
工
事
を
引
き
続
き
実
施
し
、
本
年
度

で
の
完
成
を
目
指
し
、「
第
３
椴
川
橋
」
の
架

け
替
え
に
向
け
た
詳
細
設
計
及
び
一
部
工
事

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

南
ヶ
丘
歩
道
橋
に
つ
い
て
は
南
ヶ
丘
団
地

22
号
通
り
の
完
成
後
、
速
や
か
に
解
体
撤
去

し
て
い
き
ま
す
。
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河
川
維
持
に
つ
い
て
は
、本
年
度
、「
陣
屋
川
」

の
整
備
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
町

内
の
普
通
河
川
に
つ
い
て
は
河
道
確
保
の
た

め
の
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
な
ど
維
持
管
理
に

努
め
ま
す
。

　

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
柳
崎
、
水
堀
地
区

の
重
要
給
水
施
設
管
路
耐
震
化
事
業
を
引
き

続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
「
南
ヶ
丘
小
学
校
線
」
の
管
渠
整
備
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
に
基
づ
き
、
施
設
の
維
持
修
繕
を
効

率
的
に
取
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
南

埠
頭
物
揚
場
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

未
利
用
町
有
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
旧
Ｊ
Ｒ
江
差
駅
跡
地
に
お
い
て
、
新
た

な
奨
励
金
制
度
を
制
定
し
売
却
に
努
め
て
き

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
定
住
の
促
進
の
観
点

か
ら
、
制
度
の
周
知
並
び
に
土
地
の
売
却
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
旧
Ｊ
Ｒ
江
差
駅

跡
地
に
整
備
を
進
め
て
い
る
新
陣
屋
団
地
３

棟
12
戸
の
最
終
年
度
で
あ
り
、
３
号
棟
１
棟

４
戸
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活

用
し
た
長
寿
命
化
改
修
を
南
が
丘
第
４
団
地

２
棟
10
戸
に
お
い
て
実
施
す
る
ほ
か
、
日
常

的
維
持
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

集
会
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
日
常
的
な
維

持
補
修
に
努
め
、
施
設
や
設
備
の
老
朽
化
や

利
用
需
要
の
減
少
な
ど
の
課
題
に
対
応
し
て

い
く
た
め
、
長
寿
命
化
や
更
新
、
統
廃
合
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

公
園
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
安
全
性
を

最
優
先
に
維
持
管
理
を
進
め
、
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

４ 

期
待
と
信
頼
の
組
織
づ
く
り

　

本
町
を
取
り
巻
く
変
化
に
柔
軟
か
つ
適
切

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
将
来
に
わ
た
り
安
定
的
に
提
供
し
て

い
く
た
め
に
は
、
あ
ら
た
め
て
役
場
全
体
の

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
と
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
徹
底
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
の
認
識
の
も
と
、
全
力
を
尽
く
し
て
取
り

組
む
凡
事
徹
底
（
ぼ
ん
じ
て
っ
て
い
）
を
意

識
し
、
仕
事
の
型
を
し
っ
か
り
と
守
り
つ
つ

も
、
町
民
か
ら
期
待
と
信
頼
さ
れ
る
職
員
の

育
成
と
組
織
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
の
予
算
案
は
、
歳
入
の
増
収

が
難
し
い
中
、
観
光
や
産
業
の
振
興
、
福

祉
の
向
上
な
ど
と
い
っ
た
ま
ち
づ
く
り
政
策

や
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
公
共
施
設
へ
の

対
策
な
ど
の
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
最

大
限
可
能
な
限
り
の
財
源
手
当
て
を
行
い
編

成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

【
結
び
】

　

平
成
31
年
度
は
元
号
が
変
わ
り
、
新
た
な

時
代
へ
と
入
っ
て
い
く
変
化
の
一
年
で
す
。

ど
ん
な
時
代
に
な
ろ
う
と
も
、
江
差
町
の
魅

力
は
不
変
で
す
。

　

そ
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
る
た
め
、

日
本
遺
産
事
業
や
「
北
の
江
の
島
」
事
業
、

地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
の
観
光
振
興
事
業
を
着
実

に
進
め
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
、

誰
も
が
望
ま
な
い
要
因
の
ゼ
ロ
化
を
目
指
す

「
不
幸
ゼ
ロ
」
の
ま
ち
実
現
の
た
め
に
施
策
を

展
開
し
、
平
成
31
年
度
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
、

議
会
議
員
の
皆
さ
ま
、
各
団
体
や
企
業
の
皆

さ
ま
と
連
携
し
な
が
ら
、
未
来
に
責
任
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

は
じ
め
に

　　

学
ぶ
意
欲
と
確
か
な
学
力
の
定
着
、
豊
か

な
心
の
育
成
、
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る

教
育
の
充
実
・
発
展
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
先
人
が
築
き
上
げ
た
町
の
歴
史
や

文
化
を
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
引
継
ぐ

こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
、
学

社
融
合
の
基
で
、
江
差
の
魅
力
に
感
動
し
、

郷
土
愛
を
受
け
継
ぐ
教
育
の
推
進
に
意
を
尽

く
し
て
い
き
ま
す
。

【
学
校
教
育
の
推
進
】

１ 
幼
稚
園
、
学
校
教
育
の
推
進

　

幼
稚
園
教
育
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形

成
の
基
礎
を
養
う
た
め
の
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
小
学
校
と
の
円
滑
で
確
実
な

接
続
を
図
る
た
め
、
幼
児
と
児
童
及
び
教
師

間
の
交
流
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
教
育
は
、
子
ど
も
た
ち
が
主

体
的
に
判
断
・
行
動
し
、
課
題
解
決
で
き
る

「
生
き
る
力
」
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
ら
れ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

確
か
な
学
力
の
向
上
は
、
指
導
方
法
の
工

夫
改
善
や
評
価
方
法
の
検
討
、
教
員
の
指
導

力
向
上
の
た
め
の
取
組
を
継
続
実
施
し
、
道

教
委
が
進
め
る
「
学
校
力
向
上
に
関
す
る
総

合
的
実
践
事
業
」
及
び
「
小
中
一
貫
教
育
支

援
事
業
」
な
ど
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

豊
か
な
心
の
育
成
は
、
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
人
間
性
や
社
会
性
な
ど
を
育
む
道
徳
教

育
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

健
や
か
な
身
体
の
育
成
は
、
全
国
体
力
・

運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
結
果
の
活
用

を
図
り
、
各
学
校
の
「
一
校
一
実
践
」
の
取

組
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

生
徒
指
導
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
、
児
童

虐
待
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
中
１
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
や
小
中
連
携
の
取
組
に
は
北
海
道

医
療
大
学
と
の
連
携
を
継
続
し
、
そ
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
、
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
か
ら
の
教

育
問
題
や
生
活
等
に
関
す
る
悩
み
な
ど
の
解

決
に
は
、
学
校
、
保
護
者
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
等
の
連
携
に
努
め
る
ほ
か
、
関
係

機
関
と
協
議
す
る
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
す
る

平
成
31
年
度
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な
ど
、
事
案
へ
の
対
応
を
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

  
特
別
支
援
教
育
は
、
子
ど
も
た
ち
個
々
の

ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
、
引
続

き
各
学
校
に
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
配
置

し
、
そ
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

特
色
あ
る
教
育
活
動
は
、
江
差
北
中
学
校

区
の
江
差
北
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
小
中
一
貫
教
育
の
さ

ら
な
る
継
続
と
充
実
を
図
る
た
め
、
学
校
管

理
規
則
を
改
正
し
、
平
成
31
年
度
よ
り
、「
中

学
校
併
設
型
小
学
校
・
小
学
校
併
設
型
中
学

校
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
学

校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
）
の
充
実
と
発
展
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

江
差
中
学
校
区
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
な
る

小
中
連
携
を
強
化
し
、
地
域
と
共
に
歩
む
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
、
内
容

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
江
差
に
心
の
向
く
教
育
の
推
進

は
、
そ
の
中
心
的
な
取
組
で
あ
る
「
ふ
る
さ

と
発
見
学
習
」
に
つ
い
て
、
社
会
教
育
と
の

融
合
事
業
と
し
て
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
を
配
置
し
、
外
国
語
並
び
に
国
際
理

解
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
教
育
は
、
風
水
害
、
暴
風
雪
等
へ
の

対
策
な
ど
命
を
大
切
に
す
る
教
育
の
充
実
を

図
り
、
日
常
的
な
活
動
の
中
で
防
災
へ
の
備

え
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

　

登
下
校
の
安
全
対
策
は
、
各
中
学
校
区
の

健
全
育
成
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
連
携
や
協
力
に

よ
り
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
安
全
体

制
の
一
層
の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

情
報
教
育
に
つ
い
て
は
、
モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー

の
指
導
の
徹
底
を
図
る
ほ
か
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に

係
る
機
器
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２ 

学
校
の
組
織
力
の
強
化
と
教

 　

職
員
の
質
の
向
上

　

学
習
指
導
や
生
徒
指
導
に
お
け
る
小
中
学

校
間
の
情
報
交
流
を
自
分
の
実
践
に
生
か
す

こ
と
や
、
授
業
研
究
の
促
進
を
積
極
的
に
奨

励
す
る
ほ
か
、
道
立
教
育
研
究
所
の
事
業
に

よ
る
夏
季
特
別
講
座
の
継
続
と
学
習
規
律
や

生
活
規
律
の
確
立
と
定
着
を
図
る
各
学
校
の

取
組
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

３ 
教
育
環
境
の
整
備

　

今
後
も
、
児
童
生
徒
の
安
全
で
安
心
な
教

育
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

【
社
会
教
育
の
推
進
】

１  

青
少
年
、
家
庭
、
成
人
教
育

　

青
少
年
教
育
は
、
江
差
町
青
少
年
健
全
育

成
会
議
を
活
動
の
中
核
と
し
て
、
子
ど
も

の
見
守
り
活
動
や
「
み
ん
な
で
育
て
る
え
さ

し
っ
子
」
運
動
を
更
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
全
小
中
学
校
で
の
江
差
追
分
な
ど

の
地
域
の
郷
土
芸
能
な
ど
を
学
校
教
育
に
取

り
入
れ
た
「
ふ
る
さ
と
江
差
発
見
学
習
」
の

ほ
か
、「
子
ど
も
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」、

「
ス
キ
ー
レ
ッ
ス
ン
」
な
ど
の
事
業
に
つ
い
て

も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

家
庭
教
育
の
充
実
は
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
と
連
携
を
図
り
、
講
演
会
な
ど
の
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

成
人
教
育
は
、
一
人
で
も
多
く
の
町
民
が

参
加
し
や
す
い
講
座
を
設
け
る
と
と
も
に
、

各
種
講
座
と
の
融
合
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

２  

図
書
館
活
動
の
推
進

　

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
町
民

が
、
生
涯
に
わ
た
り
本
に
親
し
み
、
豊
か
な

心
を
育
む
読
書
環
境
の
充
実
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　

開
館
時
間
延
長
は
、
働
く
世
代
や
学
生
を

中
心
に
図
書
館
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
継
続
し
た
取
組
み
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

３  

芸
術
・
文
化
活
動
推
進

　

芸
術
文
化
活
動
の
推
進
は
、
更
な
る
充
実

に
向
け
た
支
援
を
今
後
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

今
年
度
は
、
芸
術
鑑
賞
と
し
て
「
劇
団
四

季
」
の
公
演
、「
米
村
で
ん
じ
ろ
う
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
」
に
よ
る
「
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」、

「
京
都
大
学
交
響
楽
団
」
に
よ
る
交
響
楽
団
演

奏
会
や
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
の
交
流
事
業
な

ど
を
開
催
し
、
町
民
が
様
々
な
分
野
の
芸
術

文
化
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

４  

文
化
財
保
護

　

地
域
の
文
化
遺
産
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
し
て
策
定
さ
れ
て
い
る
「
江
差
町
歴
史
文

化
基
本
構
想
」
に
基
づ
き
、
ま
た
、
文
化
財

保
護
法
な
ど
の
法
律
・
条
例
と
関
連
さ
せ
、

「
旧
中
村
家
住
宅
」
な
ど
の
指
定
文
化
財
や
、

歴
史
的
・
文
化
的
資
源
が
保
存
活
用
で
き
る

環
境
を
つ
く
り
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

５  

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
者
は
近
年
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
町
内
３
カ
所
で
町
民
が
自
主
的

に
開
設
し
て
い
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
へ
の
管

理
運
営
に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
町
民
が
海
に
親
し
め
る
よ
う
実
施

し
て
い
る
「
え
さ
し
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
」
は
、

海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
と
か
も
め
島
周
辺

の
賑
わ
い
創
出
を
図
る
た
め
に
今
後
も
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

　

江
差
町
民
野
球
場
（
う
み
街
信
金
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
）
関
連
は
、引
続
き
球
場
ラ
バ
ー
フ
ェ

ン
ス
へ
の
広
告
募
集
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
活
動
へ
の
助
成
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
結
び
】

　

江
差
町
教
育
委
員
会
は
、
町
長
が
主
宰
す

る
総
合
教
育
会
議
に
積
極
的
に
参
画
す
る

ほ
か
、
教
育
大
綱
や
江
差
町
教
育
推
進
計
画

を
基
に
、
全
て
の
児
童
生
徒
の
学
力
の
向
上

を
図
り
な
が
ら
、
江
差
が
持
つ
豊
な
自
然
や

優
れ
た
伝
統
文
化
が
根
付
く
環
境
の
中
で
、

し
っ
か
り
と
「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
に
、

真
摯
に
教
育
行
政
を
執
行
し
て
い
き
ま
す
。
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平成 31年度

当
初
予
算

●主な用語解説
～歳入～
○地方交付税：国税の一定割合の額が、
標準的な行政サービスの実施にあたり一
般財源が不足する地方公共団体に交付さ
れる。
○地方譲与税：国税として徴収され、そ
の一定の割合が譲与される。
○国・道支出金：町の行う特定の事務事
業に対して、公益性があると認められる
場合に国または道から交付される。
○町債：町の借入金のうち、建設事業な
どの財源として借入れするもの。
～歳出～
○人件費：職員、議員等に対して支払わ
れる給与、報酬等。
○公債費：借金の返済にかかる経費。
○扶助費：児童福祉法、障害者総合支援
法などに基づいて、被扶助者に対してそ
の生活を維持するために支出される経
費。
○補助費等：さまざまな団体への補助金、
負担金、報償費、寄付金など。
○投資的経費：普通建設事業費、災害復
旧事業費、失業対策事業費。
○繰出金：「一般会計から特別会計へ」
または、「特別会計から特別会計へ」支
出される経費。

　

平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予

算
総
額
は
、
90
億
１
，
２
５
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
の
当
初

予
算
は
町
長
選
挙
に
伴
う
骨
格
予
算
（
選
挙
結
果
も
踏
ま
え
て
政
策
的

予
算
を
計
上
し
な
い
予
算
）
で
、
新
規
事
業
等
を
見
送
っ
て
い
た
た
め
、

一
般
会
計
で
は
前
年
度
と
比
べ
て
４
億
７
，９
８
８
万
円
の
増（
８
．
９
％

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
一
般
会
計
歳
入
の
特
徴
】

　

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
約
４

割
を
占
め
、
歳
入
の
半
分
近
く
を
地

方
交
付
税
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
町

税
は
前
年
度
比
１
．
９
％
の
減
、
国
・

道
支
出
金
が
前
年
度
比
５
．
６
％
の

増
、
町
債
は
前
年
度
骨
格
予
算
だ
っ

た
た
め
前
年
度
比
89
．
９
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
一
般
会
計
歳
出
の
特
徴
】

　

歳
出
で
は
、
人
件
費
が
前
年
度
比

５
．
６
％
の
増
、
公
債
費
が
前
年
度

比
４
．
８
％
の
減
、
扶
助
費
が
前
年

度
比
３
．
０
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
骨
格
予
算
だ
っ
た
た
め
前
年
度

比
１
０
２
．
６
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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●
基
金
残
高
（
貯
金
）
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
末
の
積
立
金
残
高
は
、
約
21
億
５
，

１
８
７
万
円
と
な
る
見
通
し
で
あ
り
、
平
成
19
年
度

か
ら
の
12
年
間
で
、
お
よ
そ
15
億
２
，
８
２
４
万
円

程
度
の
増
加
と
な
る
見
通
し
で
す
が
、
こ
こ
３
年
間

は
７
億
２
，
７
７
３
万
円
を
取
り
崩
し
て
い
る
状
況

で
す
。

●
町
債
残
高
（
借
金
）
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
末
の
町
債
残
高
は
、
約
58
億
６
，

５
５
７
万
円
と
な
る
見
通
し
で
す
。
平
成
19
年
度
か

ら
の
12
年
間
で
お
よ
そ
34
億
７
，
２
４
０
万
円
程
度

の
減
少
と
な
る
見
通
し
で
す
。
た
だ
し
、
こ
こ
数
年

は
江
差
中
学
校
改
築
な
ど
の
大
規
模
な
事
業
の
実
施

に
伴
い
、
一
定
程
度
借
入
れ
も
行
っ
て
い
る
た
め
、

減
少
幅
は
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

○
収
入
の
特
徴

　

不
景
気
の
た
め
給
与
だ
け
で
は
月
の

支
出
を
ま
か
な
え
ず
、
親
か
ら
の
仕
送

り
な
ど
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

将
来
の
こ
と
を
見
据
え
て
貯
金
の
取

り
崩
し
も
抑
え
つ
つ
、
や
り
く
り
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
支
出
の
特
徴

　

食
費
、
借
金
の
返
済
、
家
族
の
医
療

費
が
全
体
の
約
４
割
を
占
め
て
い
る
現

状
で
す
。

　

今
後
は
、
家
族
の
医
療
費
や
家
の
修

理
費
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

江
差
町
の
家
計
簿

　

江
差
町
の
一
般
会
計
予
算
を
わ
か
り
や
す
く
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、

　

予
算
額
58
億
８
，
５
１
５
万
円
を
年
収
４
２
０
万
円
（
月
35
万
円
の
家
計
）
に
例
え
る
と
・・・
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平成 31年度
まちのしごと

　平 31 年度に町が行う予定の事業などをお知らせい
たします。紙面の都合上、すべての事業を詳しくお知
らせすることはできませんが、概要のみお知らせいた
します。

お問い合わせ先　

　財政課財政係　☎５２- ６７１５
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北
海
道
漁
港
漁
場
協
会
役
員
会

（
札
幌
市
）

追
分
セ
ミ
ナ
ー
開
講
式
／
議
会

全
員
協
議
会
／
給
食
交
流
（
南

小
）
／
教
育
総
合
会
議

建
設
工
事
等
優
秀
業
者
感
謝
状

贈
呈
式
／
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
ラ

ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈
呈
式

ア
イ
ヌ
協
会
理
事
長
北
海
道

１
５
０
年
特
別
功
労
受
章
祝
賀

会
（
札
幌
市
）

給
食
交
流
（
北
小
）

産
業
振
興
課
入
札

追
分
セ
ミ
ナ
ー
開
講
式
／
南
部

桧
山
衛
生
処
理
組
合
入
札
／
給

食
交
流
（
北
中
）

江
差
高
校
卒
業
式

ひ
な
前
の
金
婚
式
／
追
分
酒
場

／
中
歌
町
内
会
総
会

江
差
追
分
会
師
匠
会
総
会
／
三

下
り
会
総
会

三
下
り
発
表
大
会
／
課
長
会
議

ひ
や
ま
漁
協
女
性
部
江
差
支
部

総
会

追
分
セ
ミ
ナ
ー
開
講
式

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
卒
業
式

追
分
酒
場

函
館
地
方
道
新
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
贈
呈
式

ひ
や
ま
南
水
稲
精
算
振
興
会
総

会第
１
回
江
差
町
議
会
定
例
会

18
～
19
日

21
日

22
日

23
～
24
日

26
日

27
日

28
日

1
日

2
日

3
日

4
日

5
日

7
日

8
日

9
日

10
日

11
日

12
～
14
日

町
長
の
主
な
動
静

【
2
月
16
日
〜
3
月
15
日
ま
で
】

3
月

2
月

■入札結果のお知らせ（3 月 15 日まで）

※お知らせする対象工事等は、250 万円を超える建設工事と 100 万円を超える設計・測量等の委託業務です。
※予定価格の事後公表は、予定価格が 250 万円を超える工事と、設計・測量・地質調査その他の委託業務で、予定価格が 100 万円を超えるもの
のみ公表しています。（委託業務の公表は 5 割程度）＊ H21.4.1 以降

入札日 工事名（委託業務名） 予定価格（税込） 落札業者 契約金額（税込） 落札率（％）

2.18 江差町森林情報管理システム導入業務 3,422,520 円 北海航測㈱ 3,240,000 円 94.7%

第
１
回
定
例
会
（
３
月
12
日
開
会
）

町 

長 

行 

政 

報 

告

『
町
営
住
宅
家
賃
の

　
　
　

算
定
誤
り
に
つ
い
て
』

　

町
営
住
宅
の
家
賃
の
算
定
に
つ

き
ま
し
て
、「
特
定
扶
養
親
族
控
除
」

等
の
算
定
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

入
居
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
議
員

の
皆
様
及
び
町
民
の
皆
様
に
多
大

な
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
事
態
と

な
り
ま
し
た
こ
と
、
並
び
に
町
政

の
信
頼
を
損
な
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
心
か
ら
お

詫
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

再
発
防
止
に
取
り
組
み
、
更
に
は

本
事
案
に
お
け
る
課
題
整
理
を
具

体
化
し
た
取
り
組
み
を
含
め
、
課

長
会
議
を
通
じ
全
職
員
に
対
し
周

知
徹
底
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

『
江
差
ウ
ィ
ン
ド
パ
ワ
ー
株
式

会
社
へ
の
出
資
取
り
止
め
と

株
式
の
譲
渡
に
つ
い
て
』

　

町
の
第
３
セ
ク
タ
ー
で
、
町
が

株
式
の
51
％
を
保
有
す
る
風
力
発

電
「
江
差
ウ
イ
ン
ド
パ
ワ
ー
株
式

会
社
」
に
つ
い
て
、
運
転
当
初
の

設
備
整
備
に
活
用
し
た
国
の
補
助

金
の
返
還
義
務
が
失
効
し
た
平
成

31
年
２
月
末
を
も
っ
て
、
江
差
ウ

イ
ン
ド
パ
ワ
ー
株
式
会
社
の
経
営

か
ら
完
全
に
撤
退
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
株
式
譲
渡
の
相
手
先

で
あ
る
株
式
会
社
斐
太
工
務
店
と

契
約
事
務
等
を
取
り
進
め
、
風
力

発
電
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
斐
太
工
務
店
が
主
体
と
な
り
、

現
在
地
に
新
た
な
風
力
発
電
事
業

を
計
画
し
て
お
り
、
早
け
れ
ば
来

年
の
秋
ご
ろ
を
目
途
に
稼
働
し
た

い
意
向
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

『
奥
尻
航
路
運
行
ダ
イ
ヤ
等
の

見
直
し
に
つ
い
て
』

　

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
フ
ェ
リ
ー
株
式

会
社
が
運
航
す
る
離
島
生
活
航
路

で
あ
る
奥
尻
航
路
に
つ
い
て
、
近

年
の
取
り
巻
く
環
境
が
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
背
景
に
、

せ
た
な
航
路
を
休
止
し
た
う
え
で
、

江
差
・
奥
尻
間
を
江
差
側
か
ら
の

始
発
と
し
、
１
日
２
往
復
運
航
す

る
と
い
っ
た
ダ
イ
ヤ
改
正
の
提
案

を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
、
こ
の
間
、
奥
尻
町
・

せ
た
な
町
と
連
携
を
図
り
、
檜
山

振
興
局
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
フ
ェ
リ
ー
株

式
会
社
と
直
接
交
渉
を
続
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
奥
尻
町
側
か
ら

の
始
発
と
な
り
ま
し
た
が
、
せ
た

な
航
路
の
休
止
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

今
後
は
、
檜
山
振
興
局
を
中
心

に
「
離
島
振
興
緊
急
対
策
検
討
会

議
」
を
設
置
し
、
地
域
の
活
性
化

に
向
け
関
係
３
町
と
連
携
し
、
種
々

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

『
寄
附
採
納
に
つ
い
て
』

　

ご
厚
志
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

・『
第
一
生
命
労
働
組
合
函
館
営
業

　

職
支
部
執
行
委
員
長　

内
藤
要

　

一
』
様
よ
り
、
全
10
冊
の
絵
本

　

の
寄
贈
。

・『
㈱
五
勝
手
屋
本
舗
代
表
取
締
役

　

小
笠
原
隆
』
様
よ
り
、
現
金
10
万

　

円
の
寄
付
。

・『
Ａ
Ｓ
Ａ
江
差
朝
日
新
聞
専
売
所

　

所
長　

松
崎
浩
』
様
よ
り
、
図

　

書
34
冊
の
寄
贈
。

・『
朝
日
生
命
保
険
相
互
会
社
道
南

　

支
社
長　

小
林
隆
』
様
よ
り
、　

　

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
付
車
椅
子
１
台

　

の
寄
贈
。

・『
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ

　

ろ
理
事
長　

大
見
英
明
』
様
よ

　

り
、
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
70
枚

　

の
寄
贈
。

・『
ヒ
ダ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

　

会
社
代
表
取
締
役　

小
池
一
三
』

　

様
よ
り
、
現
金
１
千
万
円
の
寄

　

付
。

・『
北
海
道
新
聞
函
館
支
社
函
館
地

　

方
道
新
会
会
長　

谷
川
栄
樹
』　

　

様
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
１

　

台
の
寄
贈
。
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建

設

水

道

課

土
木
管
理
係

都
市
計
画
係

上

水

道

係

下

水

道

係

田
畑
　
雄
史
・
澤
谷
　
光
希

布
施
　
順
司
・
岸
田
　
宏
美

金
澤
　
淳
一
・
深
見
　
崇
人	

（
兼
・
課
長
）・
濵
塚
　
朋
哉

課
長
　
岸
田
　
雄
治

若
山
三
千
年

（
兼
・
総
務
係
長
）・
金
田
　
朋
也

室
長
　
岸
田
　
真
由
美

課
長
　
大
坂
　
敏
文

　
主
幹
　
宮
原
　
浩

　（
地
域
文
化
担
当
）

消
防
長
　
廣
島
　
良
二

総
務
企
画
課
・
消
防
本
部
庶
務
課

課
長
　
西
海
谷
　
靖

　
主
幹
　
深
見
　
圭
一

教育長
太田　　誠

（
兼
・
課
長
）・
小
山
内
雄
清

（
兼
・
所
長
）・
國
仙
由
季
子

出

納

室

出

納

係

議

会

事

務

局

庶

務

係

議

事

係

書

記

会
計
管
理
者

議

会

農
業
委
員
会

教
育
委
員
会

農
業
委
員
会
事
務
局

農

地

係

総

務

係

学
校
教
育
係

社
会
教
育
係

地
域
文
化
係

図

書

係

学

校

教

育

課

社

会

教

育

課

南
部
桧
山
衛
生
処
理
組
合

課
長
　
中
川
　
智

　
指
導
主
事（
嘱
）大
島
　
藤
和

　
園
　
　
長　
　
　山
田
　
清
美

局
長
　
産
業
振
興
課
長（
兼
）

書
記
長
　
総
務
課
長
（
兼
）

局
長
　
清
水
　
直
樹

　
　
　
　
　
・
吉
田 

さ
な
え

辻
　
　
恵
吾
・
高
橋
　
昇
悟
・
米
　
　
道
興

（
兼
・
主
幹
）

（
兼
・
課
長
）・
川
村
奈
津
希	

（
併
・
総
務
課
主
幹
・
総
務
係
長
・
総
務
係
）

森
　
　
直
彦

（
兼
・
庶
務
係
長
）

（
兼
・
室
長
）・
竹
内
　
翔
太

畑
　
　
博
之
（
併
・
産
業
振
興
課
農
務
係
）

派遣職員

江
差
町
・
上
ノ
国
町

学
校
給
食
組
合

檜
山
広
域
行
政
組
合

　
主
幹
　
若
狭
　
巧

所
長
　
藤
田
　
政
則

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

選
挙
管
理
委
員
会

局
長
　
議
会
事
務
局
長
（
兼
）

監
査
委
員
事
務
局

監

査

委

員

管

理

係

あ
す
な
ろ
幼
稚
園

消
防
本
部
消
防
課
予
防
係

総

務

係

平成31年3月31日付け退職者
・高谷　千鳥
　（町民福祉課主幹【かもめ・日明・水堀保育園長】）
・杉島　久則（建設水道課主幹【都市計画担当】）
・三河　友人（建設水道課土木管理係）

書

記

（
併
・
議
会
事
務
局
庶
務
係
長
）

◆出　　納　　室　町税の入出金など、町の会計に関する事務（☎ 52-6719）
◆議 会 事 務 局　議会及び議員協議会並びに各種委員会などに関する事務（☎ 52-6713）
◆選挙管理委員会事務局　国政及び地方選挙に関する事務（☎ 52-6711）
◆監査委員事務局　例月監査、決算の審査などに関する事務（☎ 52-6713）
◆農業委員会事務局　農業委員会、農地の権利移動・賃貸借などに関する事務（☎ 52-6722）
◆学 校 教 育 課　教育委員会、学校施設整備、町立学校及び幼稚園の入学手続きなどに関する事務（☎ 52-1059）
◆社 会 教 育 課　社会教育・スポーツ振興、文化財施設、郷土資料編纂及び文化財の調査などに関する事務（☎ 52-1047）
　　　　　　　　　図書館業務に関する事務（☎ 52-5454）

（
兼
・
主
幹
）

高
齢
者
支
援
係

介
護
保
険
係

地
域
包
括
支
援
係

町長　照井　誉之介

課
長
　
安
田
　
克
臣

課
長
　
木
村
　
晃

　
主
幹
　
畑
　
竜
哉

　
　（
総
務
担
当
）

税

務

課

健

康

推

進

課

課
長
　
出
㟢
　
雄
司

課

税

係

納

税

係

江
差
追
分
係

観

光

係

課
長
　
岸
田
　
礼
治

課
長
　
梅
川
　
年
代

　（
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

　
主
幹
　
長
尾
　
恵
一

　（
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当
）

（
兼
・
主
幹
）

澤
田
　
博
生
・
上
田
　
浩
己
・
山
吹
　
賢
治

鈴
木
　
　
恵
・
久
保
田
知
子
・
高
谷
　
千
鳥
（
再
任
用
）

矢
口
　
友
美
・
奈
良
こ
ず
え

宮
原
　
好
子

佐
藤
美
智
代
　

塚
本
　
　
諭
・
若
山
　
利
恵
・
北
嶋
　
泰
成
（
新
採
用
）

布
施
麻
希
子
・
川
村
　
太
一
・
青
坂
　
有
夏

増
田
　
千
佳

中
澤
　
貴
徳
・
榮
田
　
匠
真
・
木
下
　
美
生

兵
庫
谷
友
美
・
成
田
　
晃
貴
・
平
井
　
涼
祐

 （
係
長
）　 

　
　
　（
係
）　
　
　
　 （
係
）　
　
　 

　（
係
）

宮
津
　
宗
介
・
橋
端
　
智
美

坂
口
　
智
幸
・
岸
田
　
駿
祐

総

務

係

防
災
生
活
係

総

務

課

主
幹
　
竹
内
　
強

（
福
祉
子
育
て
担
当
）

主
幹
　
泉
　
学
美

（
兼
か
も
め
・
日
明
・
水
堀
保
育
園
長
）

か
も
め
保
育
園

日
明
保
育
園

水
堀
保
育
園

江差町行政組織機構図（平成31年4月1日現在）

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

町

民

福

祉

課

産

業

振

興

課

森
　
　
隆
大
・
木
下
　
和
樹

荒
木
　
　
一
・
平
松
　
誠
司
　

菊
地
　
伸
博

中
村
　
博
之

課
長
　
大
杉
　
則
明

　
主
幹
　
久
保
田
栄
徳

　
　（
農
務
・
商
工
担
当
）

　
主
幹
　
坂
本
　
達
彦
（
道
よ
り
派
遣
）

　
　（
水
産
担
当
）

追

分

観

光

課

課
長
　
尾
山
　
徹

　
主
幹
　
國
仙
　
敏
孝

　
　（
江
差
追
分
担
当
）

　
主
幹
　
佐
々
木
昭
弘
（
道
よ
り
派
遣
）

　
　（
観
光
担
当
）

副町長　田畑　明

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

広
報
統
計
係

西
山
　
和
男

伊
藤
　
　
公

高
島
　
文
武
・
野
口
　
耕
史

課
長
　
斉
藤
　
敏
己

財

政

課

財

政

係

住
宅
管
財
係

秋
山
　
悦
子
・
中
島
　
崇
詞

明
上
　
真
也
・
竹
内
　
祥
悟
・
川
瀬
　
太
輝

農

務

係

林

務

係

水

産

係

商

工

係

各課の主な所管事務概要は次のとおりです。

◆総　　務　　課　職員の身分・給与、町長・副町長秘書、福利厚生、防災、環境整備、交通安全、他課に属さ
　　　　　　　　　ない事務などに関する事務（☎ 52-6711）
◆まちづくり推進課　重要施策の企画、行政の総合調整、地方創生・市街地活性化、広報広聴、統計などに関する事
　　　　　　　　　務（☎ 52-6712）
◆財　　政　　課　予算・財政、町有財産、公営住宅、集会施設、公園管理などに関する事務（☎ 52-6715）
◆税　　務　　課　町税の賦課徴収などに関する事務（☎ 52-6723）
◆健 康 推 進 課　特定健診、保健予防及び指導などに関する事務（☎ 52-6718）
　　　　　　　　　国保医療、国民年金などに関する事務などに関する事務（☎ 52-6725）
◆高齢あんしん課　高齢者福祉、介護保険、地域包括支援業務などに関する事務（☎ 52-6726）
◆町 民 福 祉 課　戸籍・住民基本台帳、福祉子育て支援、保育所などに関する事務（☎ 52-6720）
◆産 業 振 興 課　林業、緑化、水産業、港湾・漁港、などに関する事務（☎ 52-6729）
　　　　　　　　　農業、畜産、商工業、労政などに関する事務（☎ 52-6717）
◆追 分 観 光 課　江差追分の保存・普及、観光振興などに関する事務（☎ 52-6716）
◆建 設 水 道 課　道路、河川、歴まち、都市整備などに関する事務（☎ 52-6714）
　　　　　　　　　上下水道などに関する事務（☎ 52-6724）

国
保
医
療
係

健
康
推
進
係

高
齢
あ
ん
し
ん
課

住
民
お
も
て
な
し
係

福
祉
子
育
て
係

課
長
　
白
鳥
　
智
子

三
宮
　
弘
之
・
齋
藤
　
詩
子

内
海
　
暁
子
・
藤
八
　
麻
衣
・
麓
　
和
貴
子
・
木
口
　
華
佳

　
　
　
　
　
・
久
末
　
愛
美
・
渋
田
　
和
子
　

（
兼
・
主
幹
）・
石
橋
　
潤
（
兼
務
）

鈴
木
　
公
平
・
梅
村
　
理
史
・
石
橋
　
潤

畑
　
明
日
香
・
金
澤
　
泰
子

明
上
　
路
子

総務課付け

・木村幸香（北海道派遣）

・白川健也（滞納整理機構派遣）

・森山弘之

　
主
幹
　
三
好
　
泰
彦

　（
高
齢
者
・
包
括
支
援
担
当
）
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平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
、
北
海
道
教

育
委
員
会
は
「
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
」
を
北

海
道
の
無
形
民
俗
文
化
財
（
風
俗
慣
習
）
に

指
定
し
た
こ
と
を
公
報
で
告
示
し
ま
し
た
。

　
様
々
な
資
料
か
ら
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
が
で
き
、
由
来
や
内
容
が
地
域
色
豊
か
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
理
由
で
す
。

　
過
去
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
「
姥
神
大

神
宮
渡
御
祭
」
に
携
わ
っ
て
き
た
多
く
の
方

々
の
熱
意
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
指
定
で
し

ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
な
る
保
存
伝
承
に
向

け
て
、み
な
さ
ん
の
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
江
差
町
内
に
所
在
す
る
道

指
定
文
化
財
は
十
二
件（
有
形
文
化
財
３
件
。

有
形
民
俗
文
化
財
３
件
、
無
形
民
俗
文
化
財

６
件
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
道
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
は
道
内
に
七
件

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
六
件
が
江
差
町
内

に
所
在
し
て
い
ま
す
。

　「
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
」
は
、
平
成
二
十
八

年
に
町
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
道
指
定
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
町
指
定
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

【
名
称
】

　
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭

【
所
在
地
】

　
檜
山
郡
江
差
町

【
保
護
団
体
】

　
姥
神
大
神
宮
祭
典
協
賛
実
行
委
員
会

【
指
定
理
由
】

　
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
は
、
檜
山
郡
江
差
町

に
お
い
て
、
同
町
に
所
在
す
る
姥
神
大
神
宮

の
祭
礼
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、

神
輿
渡
御
に
山
車
が
供
奉
し
て
町
内
を
巡
行

す
る
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

　
正
確
な
始
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
祭
礼
資

料
や
記
録
か
ら
、
遅
く
と
も
江
戸
時
代
中
期

の
十
八
世
紀
中
頃
に
は
神
輿
渡
御
と
山
車
供

奉
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
神
社
の
祭
礼
に
際
し
て
行
な
わ
れ
る
曳
山

行
事
（
山
車
祭
り
）
は
、
北
海
道
南
部
を
中

心
に
道
南
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
姥
神

大
神
宮
渡
御
祭
は
様
々
な
資
料
を
基
に
し
て

歴
史
的
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、

由
来
、
内
容
等
に
お
い
て
地
域
的
特
色
も
豊

か
で
あ
り
、
本
道
に
お
け
る
典
型
的
な
風
俗

慣
習
と
し
て
、
そ
の
在
り
方
や
変
遷
を
理
解

す
る
上
で
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

「
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
」
が

　
　北
海
道
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
！

ひ
き
や
ま

み
こ
し

や
　
ま

ぐ
　
ぶ
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で
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理
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去
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で
「
姥
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渡
御
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」
に
携
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多
く
の
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の
熱
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が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
指
定
で
し

ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
な
る
保
存
伝
承
に
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け
て
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な
さ
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の
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を
お
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い
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ま
す
。

　
こ
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に
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り
、
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内
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在
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る
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定
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化
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は
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有
形
文
化
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３
件
。

有
形
民
俗
文
化
財
３
件
、
無
形
民
俗
文
化
財
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件
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
道
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
は
道
内
に
七
件

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
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件
が
江
差
町
内

に
所
在
し
て
い
ま
す
。

　「
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
」
は
、
平
成
二
十
八

年
に
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の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
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れ
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い
ま
し
た
が
、
道
指
定
と
な
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た
こ
と
に
よ

り
町
指
定
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
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名
称
】

　
姥
神
大
神
宮
渡
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祭
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在
地
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檜
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郡
江
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町
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保
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団
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姥
神
大
神
宮
祭
典
協
賛
実
行
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会
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指
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理
由
】
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神
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宮
渡
御
祭
は
、
檜
山
郡
江
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町

に
お
い
て
、
同
町
に
所
在
す
る
姥
神
大
神
宮

の
祭
礼
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、

神
輿
渡
御
に
山
車
が
供
奉
し
て
町
内
を
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行

す
る
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

　
正
確
な
始
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
祭
礼
資

料
や
記
録
か
ら
、
遅
く
と
も
江
戸
時
代
中
期

の
十
八
世
紀
中
頃
に
は
神
輿
渡
御
と
山
車
供

奉
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
神
社
の
祭
礼
に
際
し
て
行
な
わ
れ
る
曳
山

行
事
（
山
車
祭
り
）
は
、
北
海
道
南
部
を
中

心
に
道
南
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
姥
神

大
神
宮
渡
御
祭
は
様
々
な
資
料
を
基
に
し
て

歴
史
的
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、

由
来
、
内
容
等
に
お
い
て
地
域
的
特
色
も
豊

か
で
あ
り
、
本
道
に
お
け
る
典
型
的
な
風
俗

慣
習
と
し
て
、
そ
の
在
り
方
や
変
遷
を
理
解

す
る
上
で
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

「
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
」
が

　
　北
海
道
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
！

ひ
き
や
ま

み
こ
し

や
　
ま

ぐ
　
ぶ
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平
成
三
十
一
年
三
月
十
九
日
、
北
海
道
教

育
委
員
会
は
「
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
」
を
北

海
道
の
無
形
民
俗
文
化
財
（
風
俗
慣
習
）
に

指
定
し
た
こ
と
を
公
報
で
告
示
し
ま
し
た
。

　
様
々
な
資
料
か
ら
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
が
で
き
、
由
来
や
内
容
が
地
域
色
豊
か
で

あ
る
こ
と
な
ど
が
理
由
で
す
。

　
過
去
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
「
姥
神
大

神
宮
渡
御
祭
」
に
携
わ
っ
て
き
た
多
く
の
方

々
の
熱
意
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
指
定
で
し

ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
な
る
保
存
伝
承
に
向

け
て
、み
な
さ
ん
の
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
江
差
町
内
に
所
在
す
る
道

指
定
文
化
財
は
十
二
件（
有
形
文
化
財
３
件
。

有
形
民
俗
文
化
財
３
件
、
無
形
民
俗
文
化
財

６
件
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
道
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
は
道
内
に
七
件

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
六
件
が
江
差
町
内

に
所
在
し
て
い
ま
す
。

　「
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
」
は
、
平
成
二
十
八

年
に
町
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
道
指
定
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
町
指
定
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

【
名
称
】

　
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭

【
所
在
地
】

　
檜
山
郡
江
差
町

【
保
護
団
体
】

　
姥
神
大
神
宮
祭
典
協
賛
実
行
委
員
会

【
指
定
理
由
】

　
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
は
、
檜
山
郡
江
差
町

に
お
い
て
、
同
町
に
所
在
す
る
姥
神
大
神
宮

の
祭
礼
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、

神
輿
渡
御
に
山
車
が
供
奉
し
て
町
内
を
巡
行

す
る
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

　
正
確
な
始
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
祭
礼
資

料
や
記
録
か
ら
、
遅
く
と
も
江
戸
時
代
中
期

の
十
八
世
紀
中
頃
に
は
神
輿
渡
御
と
山
車
供

奉
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
神
社
の
祭
礼
に
際
し
て
行
な
わ
れ
る
曳
山

行
事
（
山
車
祭
り
）
は
、
北
海
道
南
部
を
中

心
に
道
南
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
姥
神

大
神
宮
渡
御
祭
は
様
々
な
資
料
を
基
に
し
て

歴
史
的
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、

由
来
、
内
容
等
に
お
い
て
地
域
的
特
色
も
豊

か
で
あ
り
、
本
道
に
お
け
る
典
型
的
な
風
俗

慣
習
と
し
て
、
そ
の
在
り
方
や
変
遷
を
理
解

す
る
上
で
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

「
姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
」
が

　
　北
海
道
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
！

ひ
き
や
ま

み
こ
し

や
　
ま

ぐ
　
ぶ
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４月７日（日）は、
北海道知事選挙・北海道議会議員選挙
の投票日です！

　投票できる方については、すでに投票所の入場券が送られ
ています。
　入場券には当日の投票所が記載されていますので、下記の
表をご参照の上、投票に行きましょう。

投票所の入場券をご確認ください
　投票日に仕事や用事などのため投票
所に行けない方は、期日前投票をご利
用ください。

＝期日前投票所＝
　江差町役場住民ギャラリー
　　　　　午前 8 時 30 分～午後 8 時
＝期日前投票期間＝
　　　　　4 月 6 日（土）まで

　不在者投票指定施設として指定され
た病院や老人ホームなどに入院・入所
されている方は、その施設で不在者投
票ができる場合がありますので、施設
の管理者に申し出てください。
　また、選挙期間中、出張などで他の
市区町村に滞在していると見込まれる
方は、滞在先の市区町村の選挙管理委
員会で不在者投票をすることができま
す。ただし、投票用紙等の請求や交付
は江差町選挙管理委員会と郵便でやり
とりするので、早めの手続きをしてく
ださい。

期 日 前 投 票

不 在 者 投 票

投票所と投票時間

江差町に転入された方へ
　平成 30 年 12 月 29 日以降、北海道内の他の市区町村から江差町に転入された方は、転入前の市区町村の選挙
人名簿に登録されていれば、転入前の市区町村の投票所で北海道知事選挙または北海道議会議員選挙の投票をす
ることができます。その場合、転入前の市区町村の選挙管理委員会にお問い合わせください。

■お問い合わせ先　江差町選挙管理委員会事務局（☎５２-６７２８）

投票区 投票所 区　　域 投票時間

第１ 朝日児童館 鰔川町、朝日町、小黒部町、
中網町

午前７時

～

午後８時

第２ コミュニティーセン
ター水堀会館

柳崎町、水堀町、五厘沢町、
越前町

第３ 田沢憩いの家 伏木戸町、田沢町、尾山町、
泊町、大澗町

第４ 江差町役場
（住民ギャラリー）

新栄町、愛宕町、豊川町、東山、
桧岱、中歌町、姥神町、鷗島

第５ 対鷗館 津花町、上野町、橋本町、本町、
新地町

第６ 江差町文化会館
（小ホール）

茂尻町、緑丘、海岸町、
円山（一部を除く）、
陣屋町（一部を除く）

第７ 五勝手生活館 南浜町、柏町、砂川

第８ 南が丘ふれあい
センター

南が丘、萩ノ岱、陣屋町の一部、
円山の一部

第９ 椴川担い手
センター 椴川町

選
挙

せ
ん
き
ょ

せ
ん
き
ょ

選挙
みんなで行こう、
明るい選挙
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■お問い合わせ先：高齢あんしん課高齢者支援係（☎５２-６７２６）

　

町
で
は
、
在
宅
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
の
日
常
生
活
上

の
安
全
確
保
と
不
安
解
消
を
図
る
た
め
「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」

設
置
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
は
、
自
宅
へ
通
報
装
置
を
設
置
（
貸
与
）

し
、
緊
急
時
に
通
報
装
置
を
押
す
こ
と
に
よ
り
消
防
署
へ
通
報
さ

れ
、
24
時
間
体
制
で
速
や
か
な
援
護
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
利
用
対
象
者

・
在
宅
の
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
で
、
心
臓
疾
患
、
高
血
圧

　

等
の
慢
性
疾
患
に
よ
り
日
常
生
活
に
注
意
が
必
要
な
方

・
在
宅
の
身
体
障
が
い
者
等
で
、
日
常
生
活
に
注
意
が
必
要
な
方
。

※
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
以
外
で
も
日
中
ま
た
は
夜
間
に
高
齢
者
ひ

と
り
と
な
る
場
合
は
、
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
利
用
方
法　

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

（
申
請
書
は
役
場
に
あ
り
ま
す
）

◆
設
置
手
数
料　

２
，
５
０
０
円

※
固
定
電
話
回
線
が
必
要
で
す
。

 

ご
存
じ
で
す
か
？

　「
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」

　

町
で
は
、
在
宅
で
重
度
の
身
体
・
知
的
障
が
い

者
の
方
な
ど
が
買
物
な
ど
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
さ

れ
る
際
に
、
タ
ク
シ
ー
料
金
が
割
引
と
な
る
「
福

祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
印
鑑
及
び
手
帳
等

を
持
参
の
上
、
担
当
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
交
付
対
象
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
の
方
（
２
級
は

　

下
肢
及
び
体
幹
機
能
障
害
に
限
り
ま
す
）

・
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

・
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
を
お
持

　

ち
の
方

※
自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
減
免
対
象
の
方

を
除
く

◆
交
付
内
容

　

500
円
の
利
用
券
を
１
年
間
48
枚
交
付
し
ま
す
。

　

１
回
の
乗
車
に
つ
き
２
枚
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
及
び
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た

は
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証

手
続
き
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課
福
祉
子
育
て
係

　
（
☎
５
２-

６
７
２
０
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

　
　
　

交
付
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
在
宅
で
生
活
す
る
65
歳
以
上
の
方
な
ど
を
対
象

に
、
江
差
町
内
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
の
料
金
が
半
額
と
な

る
「
高
齢
者
・
特
定
疾
患
者
乗
車
証
（
バ
ス
半
額
券
）」
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

◆
交
付
対
象
者

　

65
歳
以
上
の
方
、
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
。

※
す
で
に
半
額
券
を
お
持
ち
の
方
は
、
有
効
期
限
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
引
き
続
き
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

健
康
保
険
証
、
受
給
者
証
な
ど
氏
名
・
生
年
月
日
が
わ
か

る
も
の
を
持
参
の
上
、
役
場
高
齢
あ
ん
し
ん
課
高
齢
者
支
援

係
ま
で
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
利
用
者
本
人
以
外
の
方
が
手
続
き
に
来
ら
れ
る
場
合
は
、

本
人
の
ハ
ン
コ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
・
特
定
疾
患
者
乗
車
証

（
バ
ス
半
額
券
）
交
付
の
ご
案
内

↑交付された乗車券
を降車の際に、運転
手さんへ見せてくだ
さい。

救援出動

緊急通報緊急通報装置

緊急連絡員 消防署

隣人
など 連絡

安否確認

利用者
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軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

４
月
に
発
送
さ
れ
る
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
、
左
記

の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

減
免
を
申
し
出
る
場
合
は
、

４
月
26
日
ま
で
に
申
請
書
を

提
出
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
の
受
付
は
お
手

元
に
納
税
通
知
書
が
届
い
て

か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

主
な
要
件

・
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合

・
身
体
障
害
者
又
は
精
神
障
害
者
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
の
場
合
（
１
台
に
限
る
）

・
構
造
が
専
ら
身
体
障
害
者
等
の
利
用
に
供
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
軽
自
動
車
の
場
合

必
要
書
類

・
申
請
書
（
役
場
税
務
課
に
備
え
付
け
て
お
り
ま
す
）

・
障
害
者
手
帳

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証
の
写
し

・
車
検
証
写
し

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

・
印
鑑

※
平
成
31
年
度
分
の

　

納
税
通
知
書
及
び

　

納
付
書
も
併
せ
て

　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

消火栓水出し点検のお知らせ
　毎年春に実施している、町内一斉の消火栓水出し点検を下記の日程で行います。
　点検にあたり、消火栓付近の水道水が濁ることもありますのでご注意ください。
　みなさまには何かとご迷惑をお掛けすることもあるかと思いますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

■日程　4 月 10 日～ 17 日　午前 8 時 30 分から 11 時 30 分

10 日（水）本町・上野町・橋本町・円山・緑丘・新地町
11 日（木）豊川町・東山・桧岱・新栄町・愛宕町・中歌町・姥神町　
12 日（金）陣屋町・茂尻町・海岸町・津花町・姥神町
15 日（月）南が丘・萩ノ岱・南浜町・柏町・砂川・椴川町
16 日（火）大澗町・泊町・尾山町・田沢町・伏木戸町・柳崎町
17 日（水）水堀町・越前町・中網町・小黒部町・朝日町
　　　　　 鰔川町・五厘沢町
　※土・日曜日は点検しません。
　※上記日程で実施できない場合は 18 日（木）以降順延し点検します。
　　その場合は、該当する町内へ消防車両で事前広報します。

お問い合わせ先　江差消防署警防係（☎ 52-1072）　

珠 洲市友好都市
　　　　　　　　　これからの公共交通を考える
　　　　　　　ＳＤＧs未来都市シンポジウム

自動運転車の試乗体験

　「第１回『ＳＤＧｓ未来都市』シンポジウム」がラポ
ルトすずで開催され、市内外から参加した約 200 人が、
過疎地域の目指すこれからの公共交通のあり方を探りま
した。
　市内公共交通の現状や課題、市内でも実証実験が行わ
れている金沢大学の自動運転システムの紹介のほか、パ
ネルディスカッションで将来の移動システムの構築につ
いて議論を深めました。また、自動運転車の試乗も行わ
れ、飯田町内約１．７キロを７人乗りのミニバンで周回
する体験に、約 30 人が参加しました。
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日
本
一
小
さ
い
と
言
わ
れ
る

『
道
の
駅
江
差
』
を
町
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
、
輝
か
せ
る
た

め
の
、
改
修
資
金
を
「
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」（
※
）
と

い
う
仕
組
み
を
活
用
し
て
集
め

ま
す
。（
12
月
７
日
開
始
予
定
）

　

小
さ
く
て
も
、
満
足
度
が
高

く
、
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
道
の
駅
を
目
指
し
ま

す
の
で
ぜ
ひ
町
民
の
皆
様
に
も

応
援
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、

お
知
り
合
い
の
方
な
ど
へ
の
呼

び
か
け
に
も
ご
協
力
い
だ
た
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
マ
ク
ア
ケ
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

と
は
「
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
い
」

と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
や
取
組
に

つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
世
の
中
に
呼
び
か
け
、

共
感
し
た
人
か
ら
広
く
資
金
を

集
め
る
仕
組
み
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

追
分
観
光
課
観
光
係

　
（
☎
５
２-

６
７
１
６
）

『道の駅江差』４月 20 日（土）
　　　リニューアルオープン予定

　

日
本
一
小
さ
い
と
言
わ
れ
る
「
道
の
駅

江
差
」
は
、
建
物
は
小
さ
く
て
も
開
放
感

の
あ
る
満
足
度
Ｎ
Ｏ
．
１
の
道
の
駅
を
目

指
し
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

新
し
い
道
の
駅
に
は
色
々
な
小
さ
い
物

を
取
り
揃
え
て
展
示
、
販
売
を
行
う
予
定
で

す
の
で
是
非
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た　

道

の
駅
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

※
４
月
19
日
（
金
）
ま
で
は
、
工
事
の
た

め
一
時
休
館
し
て
お
り
ま
す
。

函
館
空
港
の
荷
物
レ
ー
ン
に

江
差
町
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
流
れ
て
き
ま
す

　

飛
行
機
で
函
館
空
港
に
降
り
ら
れ
た
皆

様
へ
江
差
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
3
月
か

ら
8
月
ま
で
の
半
年
間
、
空
港
の
到
着
口

で
手
荷
物
を
受
け
取
る
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル

に
ご
覧
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
は
ニ
シ
ン
が
泳
ぐ
日
本
海
を
、

江
差
町
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
し
げ
っ
ち
が

北
前
船
で
疾
走
し
て
い
る
様
子
を
表
し
て

お
り
、
函
館
を
訪
れ
た
歴
史
や
文
化
に
興
味

が
あ
る
方
々

を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
、

日
本
遺
産
の

町
・
江
差
を

ア
ピ
ー
ル
す

る
も
の
で
す
。

　

函
館
空
港

を
ご
利
用
の

際
は
、
是
非

ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

追
分
観
光
課（
☎
５
２-

６
７
１
６
）

ケアカフェえさし☆参加者募集☆

４月のテーマ「睡眠」
日　時：平成31年4月18日（木） PM6:30～PM7:30
場　所：江差町役場３階議員控室

お問い合わせ先

高齢あんしん課地域包括支援係

　　　　　　　☎52-6726

　「ケアカフェ」は、新しいコンセプトで行われる、医療介護福祉の職場で働く人たちの集まりです。顔の見える関係づ
くりと日頃のケアの相談の場所を提供しています。なじみのカフェを訪れるように気軽にご参加ください。詳しくは地
域包括支援係までお問い合わせください。

広　　　告



整 形 外 科 午前　月から金曜日（午前11時までの受付）
循 環 器 内 科 午前　月から金曜日

午後　月と金曜日

消 化 器 内 科

（初診及び再診）午前　毎週水曜日（初診受付11時まで）
午後　8日（月）・22日（月）
（再診のみ）　＊再診受付完全予約制
午前10時まで受付　9日・23日
午前11時までの受付　1日・15日
午後　毎週木曜日

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

総合診療（内科） 午前　月から木曜日（初診受付11時まで）
（なお、月曜日は午前10時から診療）

総合診療（外科） 午前　火曜日から木曜日
外 科 午前　12日・26日
小 児 科 午前　月から金曜日

泌 尿 器 科 午前　月から金曜日
午後　水曜日

精 神 科 午前　月から金曜日（初診は完全予約制）
産 婦 人 科 午前　月から金曜日

耳 鼻 咽 喉 科
午前　2日・3日・11日・16日・17日・25日
（初診受付11時までにお願いします）
午後　10日・24日

眼 　 　 　 科

午前　11日・25日
（予約以外の方は10時までに受付）
午後　3日・17日・24日
コンタクトレンズを希望する患者様へ当院で
以前調整した患者様にのみ対応いたします。

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日
神 経 内 科 5日・19日
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　　　　　　午前･･･ 8時00分〜11時30分 
　　　　　　　　　（初診の方は、9時00分〜）                   
　　　　　　午後･･･1時00分〜2時30分 
　　　　　　予約受付時間（定期患者のみ）
　　　　　　午後･･･1時00分～4時00分  

※診療受付時間 

北海道立江差病院　（字伏木戸町 484 番地　☎ 52-0036　FAX52-0098　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/esb）

道 立 江 差 病 院 コ ー ナ ー

※診療日は予定であり変更になる場合もあります。
事前に病院にご確認の上、受診してください。

外来診療体制
4 月の診療予定です 

☆☆☆“看護師”職員募集のお知らせ☆☆☆
看護師の正規＆看護師・准看護師・看護助手の臨時職員を募
集しています。まずは臨時職員から働き始めて見ませんか。
院内保育所の利用や勤務時間もご相談ください。連絡お待し
ています。お問い合わせ先：５２－００３６（内線２０２）
総看護師長　廣野まで

　

法
テ
ラ
ス
江
差
の
弁
護
士
、
加
地
彰
吾
で
す
。

　

今
年
は
、
昨
年
よ
り
も
雪
が
少
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
だ
ん
だ

ん
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
春
が
近
い
で
す
ね
。　

　

い
ま
ま
で
借
金
や
離
婚
の
話
を
問
題
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
は
労
働
に
関
す
る
問
題
を
す
こ
し
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
、江
差
に
赴
任
し
て
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
す
が
、労
働
問
題（
残

業
代
の
未
払
い
や
解
雇
な
ど
）
に
関
す
る
相
談
は
少
な
い
で
す
。
多

く
の
人
た
ち
は
職
場
で
労
働
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
な
く
、
日
々
平

穏
に
働
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
あ
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。

　

し
か
し
、
例
え
ば
借
金
な
ど
の
ご
相
談
を
受
け
て
い
る
と
き
に
、

と
き
ど
き
「
給
与
を
勝
手
に
減
ら
さ
れ
た
。」
な
ど
と
い
う
話
を
聞
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
か
し
た
ら
、
ご
本
人
は
、「
我
慢
し
な
い
と
い
け
な
い
。」
と

思
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
も
、
ご
本
人
は
、「
自
分

の
抱
え
て
い
る
問
題
は
弁
護
士
に
話
す
こ
と
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。」

と
思
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
疑
問
に
思
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
遠
慮
無
く
電
話
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
の
電
話
が
き
っ
か
け
で
問
題
が
解
決
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ
る
場
合
も
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
電
話
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
土
日
の
ご
相
談
に
も
対

応
い
た
し
ま
す
。

　

ご
相
談
の
ご
予
約
は
０
５
０-

３
３
８
３-

５
５
６
３
ま
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
法
テ
ラ
ス
江
差　

弁
護
士　

加
地　

彰
吾
）

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信

　

～
労
働
ト
ラ
ブ
ル
～　

     

（
第
111
号
）

診
療
科
、
曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
。
御
確
認
下
さ
い
。

外反母趾について　その１
　皆さんこんにちは。今回は足の代表的な疾患の外反母趾につい
てです。足は床面からの力を直接受ける、また全体重を支える負
担が最もかかる大切な関節です。足の代表的な変形の外反母趾は
靴や生活様式の変化により近年患者数が増加しています。
どんな人に多い？
　外反母趾の患者さんは、女性が９割と圧倒的に多く。変形が大
きくなるのは、40 歳以降が多いです。筋骨格が弱くなる頃に増
加する傾向が見られます。
　変形は母趾（足の親指）が外反変形（小指側に『くの字』に曲がる、
内側が飛び出す）ように進行するため外反母趾という呼び名です。
突出した母趾の内側は痛みや発赤などの炎症症状が出現すること
もあります（バニオン）。また母趾以外の足の指にも影響すると、
足の裏にタコができたり（胼胝）。指が伸びなくなったりします（ハ
ンマートー）
　●中高年の女性に多い
　●変形が進行すると、炎症を伴う
　●足の裏にタコ、他の指も曲がる
どんな検査をするの？ 
　レントゲン撮影を行い、母趾の変形角度を調べます。その変形
の重症度により治療法が選択されます。
　次回は、治療法についてです。
　　足の痛みでお悩みの方は一度専門医の診療を受けることをお

勧めします。
　道立江差病院整形外科は電話での予約を
受け付けていますので、お気軽にご相談く
ださい。
　　　　　日本整形外科学会専門医　榊原



　 

お す す め 図 書
　『まっぷるガイド』（昭文社）

　全国各地のグルメ、レジャーがぎっしり
詰まった旅行ガイドブックです。
　北海道だけでなく全国のまっぷるがあり
ますので、ゴールデンウィークの旅行計画
の参考にどうぞ！
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まなびたい

まなびたい
生涯学習情報

　

江
差
町
で
は
毎
年
度
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
各
分
野
で
極
め
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

町
内
個
人
・
団
体
の
表
彰
を
行
っ
て
お
り
、
今

年
度
は
、
次
の
８
名
と
１
団
体
が
受
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！

◆
江
差
町
教
育
奨
励
賞

・
古
川 

琥
音
（
北
海
道
林
野
火
災
予
防
に
関
す

る
作
品
標
語
の
部　

知
事
賞
）
北
小
５
年

・
橋
端 

凜
哉
（
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文　

北
海
道
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞
）
北
中

３
年

◆
江
差
町
文
化
奨
励
賞

・
青
坂 

百
容
（
第
22
回
江
差
追
分
少
年
全
国
大

会　

第
５
位
）　

江
中
１
年　

◆
江
差
町
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
個
人
）

・
田
中 

み
ら
い
（
第
36
回
北
海
道
小
学
生
陸
上

競
技
大
会
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー　

第
７
位
）

江
小
６
年

・
山
崎 

陽
和
（
第
61
回
全
国
空
手
道
選
手
権
予

選
大
会
兼
第
56
回
北
海
道
空
手
道
選
手
権
大
会

小
学
１･

２
年
女
子
形
の
部
、組
手
の
部　

優
勝
）　

南
小
２
年

・
辻 

莉
玖
（
第
36
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技

大
会
小
学
６
年
男
子
１
０
０
ｍ　

第
４
位
な
ど
）　

南
小
６
年

・
八
木 
旺
介(

第
61
回
全
国
空
手
道
選
手
権
予

選
大
会
兼
第
56
回
北
海
道
空
手
道
選
手
権
大
会

中
学
１
年
男
子
形
の
部　

準
優
勝)　

江
中
１
年

・
佐
藤 

志
保
里
（
第
45
回
全
日
本
中
学
校
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
女
子
２
０
０
ｍ　

第
２
位
な

ど
）
江
中
２
年

◆
江
差
町
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体
）

・
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｎ　

Ｆ
Ｃ
（
全
道
フ
ッ
ト
サ
ル
選

手
権
２
０
１
８ 

Ｕ-

14
の
部　

ベ
ス
ト
８
）　

（
敬
称
略
）

図 書 館 へ 行 こ う ！

江差町図書館
～図書館はあなたの生涯学習を応援します～

江差町字茂尻町 71 番地　文化会館 2 階
【TEL】52-5454【FAX】52-3566
【e-mail】esashi-lib@town.hiyama-esashi.lg.jp
【開館時間】午前 9 時～午後 5 時

4 月　　　：夜間開館日　　：読み聞かせ会

日 月 火 水 木 金 土
休 2 3 4 5 6

7 休 9 10 11 12 13
14 休 16 17 18 19 20
21 休 23 24 25 26 27
28 休 休

平成 30 年度江差町
教育・文化・スポーツ奨励賞表彰式

○移動図書館車
　お近くのステーションでご利用ください。
　事前にご連絡をいただければ、ご希望の本
をお届けします。（図書館 52-5454）
＊第１・３コース  …  19 日（金）
＊第２・４コース  …  12 日（金）・26 日（金）

○図書館カレンダー
　毎週水曜日と金曜日は夜７時まで開館し
ています。お仕事帰りにぜひご利用ください。
　第１・３土曜日は絵本サークルポポリン
の読み聞かせ会も開催しています

図書館からのお知らせ
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町
営
住
宅
空
き
室
情
報

【
募
集
住
宅
】（
随
時
申
込
住
宅
）

○
南
が
丘
第
２
団
地　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸

○
南
が
丘
第
４
団
地　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸

　

右
記
住
宅
は
入
居
者
が
決
定
す
る
ま
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
一
般
世
帯
の
住
宅

は
原
則
２
人
以
上
の
世
帯
が
対
象
と
な
り
、

単
身
で
の
申
込
は
高
齢
者
（
60
歳
以
上
）

若
し
く
は
身
体
障
が
い
者
（
１
級
～
４
級
）

等
の
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
他
に
収
入
額
な
ど
の
条
件
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　

財
政
課
住
宅
管
財
係

　
　
（
☎
５
２
‐
６
７
１
５
）

  

ま
な
び
っ
く
で
学
び
ま
せ
ん
か

【
住
民
講
座
受
講
】

○
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

　

日
時　

４
月
３
日
（
水
）、
17
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

　

定
員　

20
名

　

申
込　

各
実
施
日
の
前
日
ま
で

○
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
習

　

日
時　

４
月
23
日
（
火
）
～
26
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

　

定
員　

10
名

　

申
込　

４
月
12
日
（
金
）
ま
で

問　

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
５
２
‐
１
８
１
３
）

  

建
災
防
講
習
会

○
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
特
別
教
育

　

日
時　

５
月
17
日
（
金
）
午
前
10
時

　

会
場　

檜
山
建
設
会
館

　

申
込　

４
月
１
日
（
月
）
～
12
日
（
金
）

○
玉
掛
安
全
衛
生
教
育

　

日
時　

５
月
23
日
（
木
）
午
前
９
時

　

会
場　

檜
山
建
設
会
館

　

申
込　

４
月
１
日
（
月
）
～
22
日
（
月
）

○
ロ
ー
ラ
ー
（
締
固
め
機
）
特
別
教
育

　

日
時　

６
月
５
日
（
水
）
～
６
日
（
木
）

　
　
　

 　

午
前
９
時

　

会
場　

檜
山
建
設
会
館
（
学
科
）

　
　
　
　

亀
田
工
業
所
作
業
ヤ
ー
ド
（
実
技
）

　

申
込　

５
月
７
日
（
火
）
～
28
日
（
火
）

 

問　

建
災
防
江
差
分
会

　
　
　
（
☎
５
２
‐
１
８
１
３
）

  

自
衛
官
採
用
試
験

○
自
衛
官
候
補
生
（
陸
・
空
・
海
）

　

日
時　

５
月
18
日
（
土
）
～
20
日
（
月
）

　
　
　
　

６
月
22
日
（
土
）
～
24
日
（
月
）

　

資
格　

18
歳
～
32
歳
の
男
女

　

申
込　

随
時
受
付

○
一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
空
・
海
）

　

日
時　

１
次　

５
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

２
次　

６
月
29
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

７
月
１
日
（
月
）

　

資
格　

18
歳
～
32
歳
の
男
女

　

申
込　

３
月
１
日（
金
）～
５
月
15
日（
水
）

※
試
験
日
は
希
望
さ
れ
る
１
日
で
す
。

問　

江
差
地
域
事
務
所

　
　
（
☎
５
２
‐
２
４
７
６
）

  

平
成
31
年
度
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
プ

  

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
！

　

平
成
27
年
度
か
ら
江
差
商
工
会
を
実
施

主
体
と
し
て
行
っ
て
い
る
『
江
差
町
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
』
事
業

に
つ
い
て
、
平
成
31
年
度
も
継
続
し
て
実

施
い
た
し
ま
す
（
平
成
31
年
度
で
終
了
予

定
で
す
）。

○
詳
細
は
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
随
時
情
報
更
新

し
て
い
き
ま
す
。

○
事
業
者
登
録
に
つ
い
て
は
商
工
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

江
差
商
工
会

　
　
（
☎
５
２
‐
０
５
３
１
）

  

町
内
に
花
壇
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

　

江
差
町
で
は
、「
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
」
と
し
て
町
内
会
・
自
治
会

や
各
種
団
体
の
花
壇
づ
く
り
へ
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
（
１
団
体
に
つ
き
上
限

15
万
円
）。

　

補
助
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
計
画
書

を
添
え
て
申
請
の
上
、
審
査
・
承
認
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
補
助
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

４
月　

掲
示
板

募　
　
　

集

お
知
ら
せ
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だ
さ
い
。

 
問　

建
設
水
道
課
都
市
計
画
係

　
　
（
☎
５
２
‐
６
７
１
４
）

  

年
金
相
談

　

日
時　

4
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

 

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　

場
所　

役
場
住
民
相
談
室

問　
　

健
康
推
進
課
国
保
医
療
係

　
　
　
（
☎
５
２
‐
６
７
２
５
）

  

運
転
免
許
の
更
新
講
習

　

日
時　

４
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　

優
良　

午
後
１
時
～

　
　
　
　

一
般　

午
後
２
時
～

　
　
　
　

初
回　

午
後
３
時
45
分
～

　
　
　
　

４
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　

優
良　

午
後
１
時
～

　
　
　
　

違
反　

午
後
２
時
15
分
～

　

場
所　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

そ　

の　

他

「にしんの日」
毎月 24 日

今月の野菜の日
４月 26 日（金）
通常価格の２～３割引

７～８品限定！
▶主催　野菜の日実行委員会

新入学（園）期の交通安全期間
４月８日（月）～１２日（金）

　交通安全意識を高め、交通事故防止の徹底を図
りましょう。

４月の納税
軽自動車税全期

口座振替はあなたの代役。希望される方は税務課まで

平成 30 年度　ふるさと応援寄付金の状況
（２月末現在）

　　　　　寄付件数：　    　1,734 件
　　　　　寄付金額：  37,671,000 円

小さな町の大きな挑戦
～つながる「キズナ」・こたえる「オモイ」～

ふるさと江差を応援して下さい !!
※申し込み等詳しくは、さとふる HP へ
http://www.satofull.jp/esashi-hokkaido/

人口と世帯（平成 31 年２月 28 日現在）

総人口　7,707（− 8）
　男　　3,720（− 2）

世帯数　4,282（− 5）
　女　　3,987（− 6）

（）内は前月比

お誕生おめでとうございます
　（２月１日～２月 28 日）

（住所）　　　　　（両親）　　　　　（子の名）　 （性別）　
新栄町　　　岸　田　駿　祐　　　 始

し

　季
き

　　　女
　　　　　　　　　　宏　美
伏木戸町　　　大　瀬　祐　太　　　 弘

こ う た ろ う

大郎　　　男
　　　　　　　　　　美　希
柏　町　　　中　浜　健　太　　　 紬

つむ

　生
ぎ

　　　女
　　　　　　　　　　真　理

ご結婚おめでとうございます
　（２月１日～２月 28 日）

（住所）　　　 （新郎）　　　　　　（新婦）　　   （住所）
北斗市　 加　藤　　　純　  松　原　あゆみ　 柏　町
伊達市　 大　柳　龍　太　  小貫山　沙也佳　 柳崎町

おくやみ申しあげます
　（２月１日～２月 28 日）

（住所）　　　　（氏名）　　　　  （年齢）　　 （死亡日）　
水堀町　　藤　島　　　聖　　　19 歳　　  １月 25 日
中網町　　山　本　加　代　　　67 歳　　  ２月１日
南浜町　　田　畑　泰　平　　　91 歳　　  ２月３日
中歌町　　富　澤　嘉　一　　　99 歳　　  ２月５日
砂　川　　　　山　若　子　　　94 歳　　  ２月 10 日
本　町　　梅　津　睦　子　　　75 歳　　  ２月 15 日
陣屋町　　田　畑　勝　德　　　85 歳　　  ２月 22 日
新栄町　　蛯　名　冨士子　　　83 歳　　  ２月 27 日
柳崎町　　和　崎　　　洋　　　72 歳　　  ２月 28 日

■日　　時　 4 月 21 日（日）

　　　　　　 午前 8 時 30 分（小雨決行）

■集合場所　 ○かもめ島駐車場

　　　　　　 ○文化会館下駐車場

　　　　　　 ○江差追分漁港（五勝手地区）

※詳細は折込チラシをご覧ください。

江差町クリーンアップ作戦
～日本で最も美しい村運動～
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元号改正に伴う大型連休について「新栄山」山車新築整備
　新栄町新栄山保存会では、一般財団法人自治総合セン
ターのコミュニティ助成事業により「新栄山」山車新築整
備を行いました。
　この事業は、同センターが宝くじの社会貢献事業とし
て、宝くじの受託事業収入を財源として実施している事業
です。
　この度の整備によって、
安全な山車巡行が確立さ
れ、文化の保存伝承がなさ
れるとともに、より一層地
域のコミュニティ活動の充
実が期待されます。

①窓口をご利用の方
　４月27日（土）から５月６日（月）まで役場は閉庁
しておりますので、手続き等はお早めにお願いいたし
ます。
　また、婚姻届、出生届などの戸籍に関する届出は役
場裏玄関におります警備員にお渡しいただければ、対
応いただけます。大変ご迷惑おかけいたしますが、よ
ろしくお願いいたします。

②広報えさし５月号発行日
　５月号広報誌は４月26日（金）に発行を予定して
おりますのでご留意ください。

2/22

まちの出来事
コープさっぽろ
ランドセルカバー寄贈 3/6 沖揚げ音頭体験会

3/10 函館地方道新会より
プロジェクターの寄贈 3/20 ライオンズクラブより

ノート及び筆記用具の寄贈

　新入学児童の交通安全への願いを込めて、ランドセルカ
バー70枚を寄贈いただきました。

　江差町民芸団体が町民に対し、江差沖揚音頭（道指定無形
民俗文化財）の体験会を行いました。

　函館地方道新会の地域貢献活動の一環として、町内小中学
校にとプロジェクター１台（30万円相当）を寄贈いただきま
した。

　地域の青少年健全育成活動として、町内の新入学児童へと
ノートと鉛筆60セットを寄贈いただきました。


